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3月の人口動態
男 8.22 2 
女 8.78 0 
計 17.0 0 2 
世帯数 4.0 8 5 
一(末日現在)
死亡 12
離婚 。

，か
/ 

本
年
度
も
三
本
の
柱
に
重
点

三 一一~(一一 一

39年震予

昭
和
三
十
九
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出

珠
算
案
な
ど
を
審
議

す
る
為
の
、
昭
和
三

十
九
年
第
一
回
定
例

会
は
、
去
る
三
月
十

六
日
、
会
期
四
日
間

に
わ
た
っ
て
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
可

決
さ
れ
た
主
な
も
の

は
、
次
の
通
り
で
す
。

一
、
昭
和
三
十
七
年
度
一
般
会
計
な
ら

び
に
特
別
会
計
の
決
算
の
認
定

二
、
町
議
会
議
員
等
の
報
酬
費
用
、
弁

償
及
び
期
末
手
当
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
会
議
長
月
額
一
万
円

副
議
長
八
千
円
、
議
員
七
千
円
)

むま

一
二
、
町
長
六
万
三
平
円
、
助
役
五
万
二

千
円
、
収
入
役
四
万
五
千
円
)

四
、
長
浜
町
諜
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
(
「
公
営
事
業
課
」
が

新
し
〈
誕
生
)

五
、
昭
和
三
十
九
年
度
一
般
会
計
歳
入

カ宝't.l. 

長浜町国民健康保険

4 2・5

長浜町国民健康保険直営診療

所 1・5

長浜町上水道

39年度
特別会針当初予算額の

内訳 (単位100万円)

平a撞電

可

(毎月1回発.J) 

;昭和39年度の撞離方針
i三 るず振 ながj 、おきま足画あ 大で九の町
i千本。第りわら方こりス時め先はり「 要説年施長
i万年 ーかがなをれ、ピ代らに、」ー<>は明貫主政は
!円度 にえ町いみにわ!のわし定年と年 、し一方
iをの 税つの。い従れド進てめ度いの 次ま回針昭Iこ予 源て財 だつわで展しるのわ計 のし定問
え算 の見政 さてれ移はるこ元れは 通た例、三
:るは 貧るの なかのり、。と豆、、 りが会昭十
王、 困と構 けな日変驚によ町元 Oで、本和九
算三 で、造 れり標っく法りの旦 すそ会三年
!で億 あまを ばのもてべで一計に 。の議十度

: .，き三以 三二ーの町い万あ
i積私た十上るれ県推分町、、を、貧税でうこ円る
;極はい九申。をの遂にの日教置産困源あとれしの
i主、。年し 十資を発位本育き業をのる、はかに
;義就 度上 分金図揮置全の の示貧かわ、な
」任 もげ にをらすを体充 振ナ函をが何い町
を以 、た 利十ねる高の実 興のは示町を。税
釆引三 用分ば為め中を にで、すがさ 総
〉、 き本 しになに、に図 主、すも、し額
亡「 続の た活ら、そおり ーずこなのいて は
町重 き住い用な公のけ 第のわでかい 、
政点重は所しし、共機る 一対ちあにる 四
に主 点、 存て。事能、 の策、る貧の 千
携義を昭で、園業をわ 重に町。しか八
わ」置和あこやの十が 点は民いと 百

昭和39年4月20日(ー)
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歳
出
予
算
(
二
億
二
千
十
三
万
二
千

円
)

六
、
昭
和
三
十
九
年
度
長
浜
町
特
別
会

計
予
算
(
一
億
一
干
六
百
九
十
万
円
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志
賀
ー
ヰ
ー
共
謀

V
課
長
兼
管
理
係
長
事
務
取
扱

々
木
隆
(
建
設
課
長
補
佐
)

〔
管
理
係
〕

V

技

手

窪

憲

-

(

住

民

課

)

す

技

手

補

西

本

幸

夫

(

グ

)

V
書
記
補
久
保
原
託
子
(
文
書
課
)

〔
港
湾
係
〕

す
課
長
補
佐
兼
港
湾
係
長
二
宮
一

雄
(
港
務
所
主
任
)
V
書
記
官
岡
田

軍
次
郎
(
港
務
所
)

V
技

手

木

下

保
利
(
港
務
所
)

す
臨
時
一
雁
上
田
富
貴
夫
(
新
採
用
)

v
グ

河

井

八

重

(

M

)

〔
水
道
係
〕

V
係
長
宮
本
叶
夫
(
建
設
課
)

V
書

記

高

橋

亮

(

グ

)

V
書

記

補

草

川

勝

義

(

グ

)

V
H
山
下
一
仁
(
新
一
採
用
)

v
m

松
本
好
次

(

o
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↓
公
営
事
業
課
を
新
設

佐

費

機
構
改
革
に
伴
う
異
動
発
令

消

防

費

土

木

費

商

工

費

農

林

水

産

費

労

働

費

衛

生

費

民

生

費

総

務

費

議

会

費
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の設めを 、にでは よい環境ですくすく件びるよい子たち / 

設な 、強水近、汗;守?と肉離鎖骨吋拡線開繭欄曹司
liど水化産づ長 殺議臨議諮議議重奏棋連喜誰蟻盤調¥30 
をを産し業け期!η 継指髄対:麟磯較思鱗轍譲鱒灘
県総物、にて計!日献鱗議議機瀦蹴監察璃麟難場調，
の合の経つ行画[:" '~~~~泌穀協議霊祭後烹怒機繁瀦欄議議灘較蕊ド
港し水雷いきに!汚精黙秘j盗殺襲警務 藤義鱗潜翠i
i青た掲のてた基i:議叫ん斜務総意義縦棋譜時議議E
改 、げ合はいい!(ぞ:繋鱗終瀦謡翠議襲警薄暗雲 議議総繋髄
修水施理、 。て!n~ 謹譲治滞関綴箆都3李総務路繰鰭畿麟繍，J 20 
事産設化漁 初日開職務総設計協議議議議議鐙織機繍轍
業セ 、を協 期 i{欝謎諜轡警院議議議欝鑓鱗議議鱗鱗鶏騒騒鰭纏鞠1
と γ 貯図の ~ i.:畿認義務総務議議縫饗畿畿議盤擁護薬務簿翠翠駿欝審理
並タ蔵る機 目f¥欝説明崎臨開繍翻}

1 
な各戸一 社つの 得み題ー なを善Jを[1 = 一一一一
運町内、ム国会で昭み縫なにで、 健ら推す脱il 園田品目 w w w w ， i lO 
動村線県王道教あ和に全い全あ青 全な進な却: ~. 平調土井 dト語、r:- ~ 
富島t書力昇去を苦手塁間22な122N T1持c-c..哲 1
関議て岸式二格充育九得供だを の軒社 体、た!t 
すし、綿'C!:運実舘年るは。まこ思 16.会 制技めi)
何事自傾号音250注 目雪手環 日一 5f.l5日は子供の日です : 
制道市 I:宇(;:り成、全 る、健ほ境 立、工!¥ 

室言語去 ι t i事2 2芸書道で 主警警!j この日を祝ってやりながら、よい子に)
えのの問 。わ業会は教成 けの体!¥ 
て強関を せの 環 出育の れ改質!{育つよう願いをこめて、子供たちの成長 i
い烈係瀬 てー境来の問 ば善改 f J 

3 の為、よい条件をつくってやり、子供た 〔
つの政力和 いには を九 で四、線三成岸二倍る!( (0 O@で がが ピ関な」 に

ミ主将手炉。長室22rzJ説明422;(ちが、すくすくと伸びる若草のように、 :制VEM九時品目吋円
まが確注九を さに町たの、を道改定pド途改測る、 lf J:生庁時部 (、もさの上ス管火く人-

t百官君 主量20ETE25主持室10こ i 正しく、強く、明るく、{中よ〈、そして:長 雇裏書1自22522苦言主主E
C れ揮住の的 ば点し 編つし装行いしじ事浜 実はすなおに伸びて行くようみんなで祝って J所菊坂交課コのす為はらリ完、さ動で
るさ民ーな な的い 成かて工うるてつの線現 'j ミ 地本換 内異。、、いと全上れが、

2竹臨ド22U苦言よ品222::やりましょう。 1 2和 信望 主ztk f童全E富
を長るのと い「に たを。五だケ在るに良力 iJ :1 壬壬 任は に営た町、及公れの
心浜、施し と効た つ昭 ケ。年百。も、をは (写真は、長浜保育所園長 1 新 )次 伴事も民公び営ま機
か町住政て考率っ て和年計五早肱尽!i .-- .~-:_=:_-.... i 庁採 の う業のの営町事し構
ら発民に、え的財配三計画十期川す;月 小泉周氏提供) 1 用 通異課でサ事の業た改
願展の全昭て」政慮十闘でー完左覚(f f ))  り 動」す l業車課。革
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総
額
三
億
三
千
七
百
万
円

町

債

諸

収

入

繰

越

金

寄

附

全

財

産

収

入

県

支

出

八

王

国

庫

支

出

金

使
問
料
手
数
料

分

担

金

税

"，_ 
F、

イサ

っ
て
来
た
。
乏
し
い
財
源
の
中
に
も
、

方
法
を
み
い
だ
し
て
、
重
要
施
策
の
実

現
に
努
め
て
来
た
が
、
一
部
に
は
、
「

や
り
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
」
ま
た
「

安
う
け
合
に
受
け
合
い
過
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
い
」
と
の
批
判
も
耳
に
し
て
い

る。
し
か
し
、
忍
は
、
健
全
財
政
の
上
に

住

民

に

よ

る

住

民

の

政

治

を

う
ち
た
て
る

行
し
て
現
在
の
漁
協
事
務
所
の
裏
あ
た

り
に
設
置
し
た
い
。

一
ニ
、
商
工
業
は
、
当
町
の
企
業
の
中
心

を
い
ず
れ
に
求
め
る
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
当
町
の
位
置
、
地
勢
、
歴
史

を
考
え
て
、
木
材
木
製
品
を
中
心
と
し

た
地
場
産
業
の
育
成
発
展
を
図
る
の
が

第
一
だ
と
考
え
る
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
押
町
河
口
口
の
後
進
性

そ
の
姿
を
乗
せ
る
こ
と
を
理
念
と
し
て

い
る
。
こ
の
よ
フ
な
観
点
か
ら
、
本
年

度
予
算
の
編
成
に
当
っ
て
、
各
種
の
議

案
を
提
案
し
た
そ
の
基
本
構
想
の
所
信

を
申
し
上
げ
る
と

産
業
振
興
施
策
の
強
化

一
、
農
業
探
興
計
画
は
、
昭
和
三
十
八

年
度
に
事
業
計
画
乞
た
て
た
の
で
、
昭

和
三
十
九
年
度
は
い
よ
い
よ
実
施
の
段

一

1
1
1
i

-

¥

h

i

，J
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一
時
一
/
¥
A

トr 

マ
臨
時
一
庭
山
本
ヤ
ヱ
子
(
新
探
用
)

③

税

務

課

す
書
記
補
中
野
貴
夫
(
新
採
用
)

O
住

民

課

O
長
浜
保
育
所

マ
保
母
石
川
令
子
(
出
海
保
育
所
)

V
H
伊
達
洋
子
(
大
和
保
育
所
)

V

M

西
山
節
子
(
新
採
用
)

O
大
和
保
育
所

V
保
母
大
塚
隆
子
(
白
滝
保
育
所
)

V

H

矢

野

智

子

(

グ

)

O
白
滝
保
育
所

V
保
母
福
本
節
子
(
新
採
用
)
す
保

母
小
川
高
子
(
新
採
用
)
V
見
習
保

母
池
田
ワ
カ
子
(
大
和
保
育
所
)

。
出
海
保
育
所

V
保
母
大
谷
コ
ト
ヱ
(
長
浜
保
育
所
)

O
建

設

課

V
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
坂
井
弥

八
郎
(
技
手
)
す
庶
務
係
長
酒
井

義
高
(
庶
務
港
湾
係
長
)

V
技
師

上
田
邦
彦
(
書
記
)

o @ z :::;:: !. 71<.生 V 教
依#臨; 中書
三頼部時位継記育
村退有雇収所補ラR
タ職線 ゐ;，::.0 ~ 
カ(交水面 松員
子 3換口 岡 A
/一、、月」多 昭古
看曹 31'o_/鶴 子

護言i f z 
耳発文
哩豆令書 空
)課櫛

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

年月日 寄 附 物 件[ 寄 F位 者 日 古ヲ

ホーム電気ゴタツ 6.700円 沖浦保育所父母の会 沖浦保育所用として38.10.80 ホームコタツ食卓 3.900円
毛布日枚 6.000円 会長新江とみ

39. 1.17 河合オルガ γ 24.000円円 長会浜保育所母家の会 長浜保育所用として
椅子 800 長次 照子

39. 1.23 50人編成鼓笛ノミγ ド一式 長周年浜町記小学事主校業士創立九十 長浜小学校用として
価格 55.650円 代表念者 良清

39. 1. 28 一金 100 000円 戒;Zコ;L三|小学校PTA会 石堂費地区防火水そう工
長松田義則 事の一部として

89. 2. 3 一金 40.000円 大字黒田 山下朝雄 1F地区下水工事費寄
金として

39.， 2. 6 一金 100.000円 櫛生小山地区民代表 小山地区防火水そうエ
石内義盛 事費4コ一部として

39. 3. 5 オルガン一台 大和保長育園母の会 大和保育園備品として
価格 21. 000円 会 矢野ノ、ノレミ

39. 3. 3 一金 124.000円 出海小中学校井PTA会 資出海金小学校テレヒ・購入
会長河八十一 として
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伝
染
病
の
多
く
な
る
シ
ー
ズ
ン
で
ー
し

ま

こ
と
し
も
「
赤
痢
」
が
発
生
す
る
V

|
ズ
シ
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
七

年
四
月
に
は
、
出
海
地
区
に
発
生
し
、

昨
年
は
今
坊
地
区
に
発
生
し
ま
し
た
。

よ
く
か
、
る
幼
児

赤
痢
に
か
L
り
や
す
い
の
は
、
幼
児

で
満
四
才
以
下
の
幼
児
が
、
全
患
者
の

三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

菌
は
口
か
ら
入
る

赤
痢
菌
は
、
赤
痢
患
者
や
保
菌
者
の

γ

八
腸
の
中
で
繁
殖
し
大
便
と
い
っ
し
ょ

h

に
出
て
き
ま
す
。

れ
一
一
こ
の
大
使
の
中
に
入
つ
で
い
る
菌
が

ま
わ
り
ま
わ
っ
て
口
か
ら
入
る
の
で
す

つ
ま
り
、
赤
痢
菌
を
食
べ
る
訳
で
す
。

'tJ宝

去
る
四
月
二
日
(
木
)
午
前
十
時
か

ら
役
場
前
の
、
体
育
舘
の
地
鎮
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
智
神
宮
が
、
の
り
と
を
あ
げ
た
後

町
長
な
ら
び
に
、
工
事
施
'
付
者
の
清
水

建
設
業
者
と
が
、
ク
ワ
入
れ
式
を
行
い

パ
い
で
玉
ぐ
し
奉
典
を
行
い
、
無
事

刊号素

アょ

体
育
館
の

辛瞬

症

状

菌
が
、
体
内
に
入
っ
て
か
ら
発
病
す

る
ま
で
は
、
一

1
五
日
で
、
大
体
一
一
一
目

前
後
で
す
。

急
に
熱
が
出
て
下
痢
が
始
ま
り
、
粘

血
便
と
な
り
ま
す
。

予
防
は
手
洗
い
か
ら

赤
痢
菌
を
口
に
入
れ
な
い
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
簡
単
な

よ
う
で
、
な
か
な
か
む
つ
か
し
い
、
も
の

で
す
。と
に
か
く
、
手
を
洗
う
こ
と
で
す
。

便
所
か
ら
出
た
時
、
調
理
を
す
る
前
、

そ
し
て
、
食
事
の
前
と
で
す
。
(
特
に

下
痢
の
人
は
、
便
所
か
ら
出
た
ら
三
%

ク
レ
ゾ
ー
ル
セ
ツ
ケ
ン
液
(
さ
か
づ
き

一
杯
の
ク
レ
ゾ
ー
ル
セ
ツ
ケ
シ
液
に
約

地
鎮
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

躍蓋1 (毎月『昭和39年4月20日

(
写
真
右
は
玉
ぐ
し
奉
典
)

を
祈
っ
て
、
午
前
十
一
時
半
に
終
り
ま

し
た
。な
お
、
こ
の
体
育
舘
の
健
物
の
規
格

は
、
鉄
筋
コ
シ
ク
リ
l
ト
三
階
建
で
、

総
坪
数
約
三
百
七
十
四
坪
で
十
一
月
末

ま
で
に
完
成
の
予
定
で
す
。

(
写
真
左
は
着
々
と

進
む
整
地
工
事
)

で市

子
洗
の
励
行

陸路Z

五
百
四
十
∞
の
京
を
加
え
て
か
き
混
ぜ

れ
ば
よ
い
)
を
便
所
の
中
に
お
い
て
、

便
所
の
中
で
毛
を
洗
っ
て
か
ら
、
外
へ

出
る
こ
と
で
す
。

そ
の
ほ
か
と
生
水
、
生
物
に
注
意
し

ま
し
ょ
『
ノ
。長

}
浜
町
農
協
ス
タ
ー
ト

瞳二
部
五
課
制
で

当
町
の
農
業
の
近
代
化
を
推
進
す
る

母
体
と
し
て
、
農
民
資
本
の
強
化
、
農

協
の
経
営
合
理
化
お
よ
び
、
組
合
員
の

利
益
を
増
大
す
る
目
的
で
、
長
浜
町
農

業
協
同
組
合
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
農
協
は
、
海
運
セ
ジ
タ

l
の
二
階

に
事
務
所
を
置
き
、
二
部
五
課
制
で
出

資
金
一
千
八
百
九
十
四
万
五
千
円
で
す

な
お
、
新
農
協
は
十
三
団
体
が
合
併

し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

農
協
は
全
国
で
も
珍
し
い
ケ

l
ス
で
す

今
後
は
①
強
力
な
指
導
態
勢

②
新
し
い
事
業
の
開
拓
一

③
合
理
的
、
効
果
的
経
営

等
を
モ
ッ
ト
ー
に
運
営
さ
れ
将
常
の
発

展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

な
お
、
新
農
協
の
発
足
に
伴
一
い
「
適

材
適
所
」
を
ね
ら
っ
た
人
事
が
四
月
一

日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
一

そ
の
陣
容
は
次
の
通
り
で
す
ザ

ツ

コ

内

は

旧

任

)

一

V
組

合

長

理

事

一

一
宮
亀
久
雄
(
白
滝
)

マ
専
務
理
事

二
宮
室
憲
(
大
和
)

ー

主

H
U
U
U
U
P
A
A網
目

面炎

室
川

民
口
同
ふ
ふ
1

も
ら
え
ま

「

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

体
の
不
自
由
な
方
の
障
害
認
社
年
金

~ 

V
常
務
理
事

渡
辺
仁
之
助
(
新
)

。

管

理

部

wv

部

長

西

宮

松

則

(

白

滝

)

「
管
理
課
〕

マ
課
長
西
宮
松
則

V
課
長
補
佐
大

下
徳
田
刀
(
大
和
)
マ
亀
岡
浩
(
新
)

マ
米
岡
佐
千
子
(
大
和
)
w
v
宮

本

敏

(
新
)
〔
資
金
課
)

マ

謀

長

窪

昭

一

(

新

)
V武
元
広

芳
(
新
)
w
v
上
回
梅
子
(
共
撰
)

。

営

業

部

V
部
長
津
田
利
広
(
喜
多
灘
)

〔
指
導
課
〕

V
課
長
池
田
定
夫
(
新
)

V
成
沢
長

抽
出
(
蚕
協
)
V
池
田
昭
雄
(
白
滝
)
V

西
内
清
信
(
大
和
)

〔
購
買
課
〕

V
課
長
桝
井
留
雄
(
白
滝
)
V
大
成

利
男
(
共
撰
〉

V
中
野
模
枝
(
喜
多
機

" :h 
;4，; 

マ
増
本
弘
明
マ
矢
野
通
締
マ
二
宮
和
嶋

マ
河
田
寿
海
子

V
水
本
繁
利

O
下
須

戒
支
所
長
松
田
章
一
高
(
新
)
w
v
坂
田

宣
夫

V
藤
岡
豊
子

V
松
本
慶
ヱ
J
V中
見

福
江
(
新
)
V
比
悶
凹
木
進
wv
中
川
義

11副
知ll
根 lli

住
吉
公
園
を

サ
ク
ラ
の
名
所
に

ヤ
ン
グ
@
ワ

i
ル
ズ
ら

愛

の

奉

仕

長
浜
の
ヤ
ン
グ
・
ワ

l
ル
ズ
、
長
浜

の
愛
護
班
、
そ
れ
に
、
長
浜
子
供
会
の

皆
さ
ん
の
手
で
、
去
る
三
月
二
十
九
日

(
日
曜
日
)
、
住
吉
公
園
へ
、
桜
の
苗

木
八
十
五
本
を
植
樹
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
将
来
、
住
吉
公
園
を
桜
の
花

で
つ
与
も
う
と
い
う
、
暖
か
い
心
の
結

回
国
に
よ
る
も
の
で
す
。

可す

一口問

O
白
滝
支
所
長
清
水
実
街
V
宮

家
英
一
(
喜
多
縫
)
V
清
水
宣
昭
(
新

)

V後
藤
久
子

V
兵
頭
久
子
wv
窓

越

子
V
渡
辺
忠
佐

V
木
下
徳
光

こ
の
桜
の
苗
木
は
、
長
浜
の
ヤ
ジ
グ

ワ
l
ル
ズ
会
の
暖
か
い
献
身
的
な
愛
の

寄
附
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
後
、
こ
の
桜
の
苗
木
が
一
日
も
早

〈
大
ぎ
く
な
り
、
桜
の
花
で
名
所
と
な

る
よ
う
、
皆
ん
な
の
愛
の
手
で
育
て
て

や
り
ま
し
ょ
う
。

マ

国

民

年

金

J

保
険
料
免
除
申
請
は

早
く
手
続
き
を

国
民
年
金
は
、
毎
月
百
円
お
よ
び
百

五
十
円
の
保
険
料
で
、
老
後
の
し
あ
わ

せ
を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
が
、
万
一

、
病
気
や
災
害
の
た
め
、
保
険
料
を
か

け
て
い
く
の
が
む
ず
か
し
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
時
は
、
保
険
料
の
免
除
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
の
手
続
容
を
し
な
い
で
、
掛
け

の
で
す
。

相
変
ら
ず
、
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

下
さ
っ
た
の
で
す
。

" 

金
を
一
ヶ
年
分
で
も
休
み
ま
す
と
、
も

し
、
病
気
や
け
が
で
体
が
不
自
由
に
な

っ
た
り
、
夫
と
死
別
し
、
母
子
世
帯
に

な
っ
て
も
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
を

ま
せ
ん
。

な
お
、
免
除
申
請
は
、
四
月
二
十
日

か
ら
六
月
二
十
日
ま
で
に
住
民
課
年
金

係
へ
ど
連
絡
の
上
、
手
続
ぎ
を
し
て
下

さ
い
。
V
改
正
さ
れ
た

農
業
共
済
制
度

改
正
さ
れ
た
主
な
点
は
、
次
の
通
り

で
す
。
て
み
な
さ
ん
の
掛
け
金
は
、
な
る
べ

く
み
な
さ
ん
の
組
合
に
積
み
立
て
お

い
て
、
災
害
の
な
い
時
は
、
無
事
戻

し
ゃ
病
害
虫
の
防
除
な
ど
に
使
っ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

二
、
農
業
経
営
を
中
心
と
し
て
い
な
い

農
家
の
加
入
を
自
由
と
す
る
な
ど
、

い
ま
L

で
の
よ
う
な
強
制
的
な
方
法

を
と
り
止
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

三
、
共
済
金
の
支
払
い
額
を
多
く
す
る

た
め
、
麦
や
米
の
単
位
当
り
共
済
金

の
最
高
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

四
、
病
害
虫
の
防
除
事
業
に
は
、
補
助

金
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

wv

自

衛

官

を

募
集
し
て
い
ま
す

門
募
集
人
員
〕
H

二
等
隆
士
、
二
等
海

士
、
二
等
空
土

門
願
書
受
付
期
間
〕

H
5月
抗
日
ま
で

門
そ
の
他
〕
U

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住

民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〔
販
売
課
〕

マ
課
長
二
宮
義
徳
へ
新
)
V
河
沼
彰

(
櫛
生
)
w
v
藤
淵
一
典
(
共
撰
)

。

企

画

室

V
室
長
渡
辺
仁
之
助
す
次
長
小
西
…

善
幸
(
喜
多
雛
)

。

支

所

関

係

…

O
喜

多

灘

支

所

長

津

田

利

広

マ

怖

い

一

結

局

、

ニ

ナ

余

人

に

出

合

い

ま

し

た

一

笥

益

一

(

櫛

生

)

マ

桐

田

勉

マ

山

縫

い

が

、

何

は

と

も

か

く

中

学

生

全

員

が

、

和
子

V
池
浦
昭
子

O
沖
浦
支
所
長
水
一
先
日
、
戒
川
小
学
校
で
録
音
を
終
え
こ
の
よ
う
に
何
か
、
は
っ
き
り
し
た
こ
一

禾
巳
阜
市
生
マ
松
岡
紀
之

O
部
生
支
所
一
て
、
午
後
四
時
半
頃
、
戒
川
小
学
校
か
と
ば
で
な
く
て
も
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
一

長
兵
頭
稲
男
V
次
長
兵
頭
憲
男
マ
一
ら
白
滝
駅
へ
と
向
い
ま
し
た
。
中
学
生
に
は
、
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
一

次
家
俊
一
(
櫛
生
そ
さ
い
)
マ
大
野
勝
一
通
称
の
「
近
道
」
を
通
っ
て
帰
途
に
で
も
、
あ
い
さ
つ
の
こ
と
ぽ
が
、
や
一

二
郎
す
久
保
田
則
利
マ
東
川
富
子

V
松
一
つ
い
た
訳
で
す
が
、
途
中
、
白
滝
中
学
は
り
気
に
な
る
の
で
後
日
、
成
川
の
Y
…

本
良
子

O
豊
茂
支
所
長
丸
叉
洗
一
校
か
ら
家
路
を
急
ぐ
生
徒
た
ち
に
出
合

O
と
い
う
方
に
聞
い
て
見
ま
し
た
処
、
一

一
い
ま
し
た
ω

『
た
だ
い
ま
帰
え
り
ま
し
た
。
』
と
い
一

1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
i
l
i
-
-
-
J

は

じ

め

に

出

合

っ

た

の

は

、

三

人

連

一

ゃ
、
御
主
人
を
な
く
さ
れ
た
お
母
さ
ん
一

に
支
給
さ
れ
て
い
る
母
子
福
祉
年
金
も
一
一
昨
お
平

/
¥
j
レ
ヘ
百

一

一

口

P
I
L
パリ
v
l
d
}
h
H

一

同

じ

で

す

。

二

町

民

知

fu也
、

〈

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一
日
以
前
か
一

-

a

f

b

b

f

弘

ら
重
い
身
体
嘩
害
者
で
あ
る
方
や
、
昭
一

P
制
月
十
i
h
J
z
u
j
法
問
ト

p
L
L
L

二

142L
国
自
3

7

f

d

a
掴
品
目
、
切
二
羽
幽
世
間

E
』

和

三

十

四

年

十

一

月

一

日

以

前

に

ど

主

一

一

一

3
Y
E
E
/
/レ
事

誠

一

F
F
h

一

人
会
な
〈
さ
れ
、
義
務
教
育
を
終
え
な
一

い
お
子
さ
ん
を
か
L
え
て
こ
ら
れ
た
お
一
-
一
j
の
生
徒
で
し
た
が
、
向
う
か
ら
「
:
う
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
の
だ
と
の
こ
一

母
さ
ん
も
、
十
月
の
末
ま
で
に
裁
定
請
一

川

一

一

・

し

た

」

と

、

あ

い

さ

つ

を

か

わ

す

の

と

で

す

。

一

求
書
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
年
金
を
受
け
一

・
》
二
で
す
。
語
尾
の
み
、
ハ
ツ
キ
リ
し
て
い
そ
こ
で
、
こ
ん
な
事
情
を
よ
く
知
つ
…

る

こ

と

が

出

来

な

く

た

す

。

一

て
二
て
、
全
体
で
何
と
い
っ
た
の
か
わ
か
り
て
お
ら
れ
る
戒
川
地
区
の
方
々
は
『
お
一

こ
れ
は
一
時
効
」
の
定
め
が
あ
っ
て
一
ま
せ
ん
で
し
た
。
帰
え
り
』
と
あ
い
さ
つ
を
か
わ
さ
れ
る
一

「
年
金
を
受
げ
た
い
」
と
い
う
請
求
を
三
け
れ
ど
も
、
私
は
、
多
分
、
ご
あ
い
と
の
こ
と
で
す
。

年
金
が
受
け
ら
れ
る
決
態
に
な
っ
て
か
一
一
さ
つ
だ
ろ
う
と
想
像
し
ま
し
た
の
で
、

一

一

私

は

、

礼

儀

の

ζ

と
に
つ
い
て
、
い
一

ら
、
五
年
間
放
っ
て
お
く
と
、
そ
の
権
一
…
「
さ
よ
う
な
ら
」
と
、
あ
い
さ
つ
を
か

一

一

ろ

い

ろ

問

題

に

の

ぼ

っ

て

い

る

今

ど

き

一

利

が

消

滅

し

て

し

ま

う

か

ら

で

す

。

一

一

え

し

ま

し

た

。

、

日

一

一

こ

の

よ

う

に

、

尊

敬

の

と

も

っ

た

あ

い

一

そ
こ
で
、
一
日
も
早
く
住
民
課
年
金
一
一
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ま
た
、
下
校
す

h

一

一

さ

つ

を

す

る

生

徒

た

ち

の

あ

る

こ

と

に

一

係

へ

ご

相

談

の

上

、

手

続

ぎ

を

な

さ

る

一

る

生

徒

に

出

合

い

ま

し

た

が

、

こ

の

生

一

こ

と

が

大

切

で

す

。

一

後

も

「

-

e

e

し
た
。
」
と
、
先
の
、
ほ
の
ぼ
の
と
、
心
の
温
ま
る
の
を
感
一

一
一
生
徒
と
同
じ
よ
う
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
じ
ま
し
た
。
(
山
崎
一
義
)
…

絹
集
童

A
V

気
候
の
定
ま
ら
な
か
っ
た
四
月
に

く
ら
べ
る
と
、
五
月
は
、
よ
い
お
天

気
が
続
ぎ
、
新
緑
は
、
い
っ
そ
う
濃

〈
な
っ
て
き
ま
す
。

。
五
月
は
野
菜
、
果
物
、
魚
と
一
一
一
拍

子
そ
ろ
っ
て
「
食
べ
も
の
の
月
」
と

い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
す
。
不
健

康
な
「
つ
ゆ
」
を
前
に
行
楽
の
疲
れ

を
い
や
す
為
に
も
豊
富
な
安
い
も
の

を
ね
ら
っ
て
取
り
合
わ
せ
を
じ
よ
う

ず
に
、
栄
養
を
つ
け
る
と
ぎ
で
す
。

。
文
書
課
で
は
、
「
広
報
な
が
は
ま

」
お
よ
び
「
有
線
放
送
」
の
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

へ
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
昭
和

三
十
八
年
十
一
月
二
十
日
発
行
の
「

広
報
な
が
は
ま
」
に
渇
載
し
て
い
ま

ず
か
ら
ど
覧
下
さ
い
。
)
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